
内
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
こ
と
ば
の
翻
訳
・
文
化
の
翻
訳
】

翻
訳
は
一
義
的
に
は
異
言
語
間
に
生
起
す
る
現
象
で
あ
る
が
、
一
言
語
関
の
転
移
に
さ
い
し
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
背
景
に
文
化

の
問
題
が
横
た
わ
る
。
あ
る
こ
と
ば
は
異
言
語
の
こ
と
ば
と
一
対
一
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
総
体
と
し
て
の
文
化
と
い

う
地
に
お
け
る
関
係
性
の
な
か
で
対
応
す
る
。
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
日
本
古
代
文
学
に
お
け
る
中
国
語
と
日
本
語
、

日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
古
語
と
近
代
語
、
国
語
教
材
に
お
け
る
翻
訳
教
材
の
三
つ
の
話
題
を
提
供
す
る
。
谷
口
は
日
本
で
の
中

国
語
の
受
容
と
い
う
特
殊
状
況
に
お
い
て
訓
読
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
馬
場
氏
は
「
源
氏
物
語
』
の
ニ
種
の
与
謝
野
晶
子
訳

を
比
較
し
つ
つ
現
代
語
訳
と
い
う
行
為
に
浸
透
す
る
近
代
思
惟
に
つ
い
て
、
阿
部
氏
は
小
学
校
国
語
の
翻
訳
教
材
に
民
話
が
多
く

採
用
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
表
現
の
特
徴
を
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
逆
説
的
状
況
を
指
摘
す
る
。
三
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
、
翻
訳
と
い
う
鍵
語
を
通
し
て
こ
と
ば
と
文
化
と
の
あ
わ
い
を
測
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
谷
口
)
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日
本
に
お
け
る
漢
詩
の
注
釈
・
翻
訳

!
?
訓
読
」
の
ち
か
ら
、
白
居
易
「
李
夫
人
」

は
じ
め
に

日
本
人
は
、
自
身
に
と
っ
て
外
国
語
で
あ
る
中
国
語
で
記
さ
れ
た
典
籍

を
、
す
べ
て
を
日
本
語
に
置
き
換
え
て
享
受
す
る
の
で
は
な
く
、
訓
読
と

い
う
独
自
の
シ
ス
テ
ム
で
も
っ
て
、
中
国
語
の
字
面
は
そ
の
ま
ま
に
し
て

意
味
を
取
る
と
い
う
読
書
の
方
を
案
出
し
た
。
日
本
に
お
け
る
訓
読
が

ま
っ
た
く
の
独
創
で
な
い
こ
と
は
す
で
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
現
代
に
至

を
題
材
と
し
て
l谷

口

孝

介

る
ま
で
こ
の
読
解
シ
ス
テ
ム
で
も
っ
て
外
国
語
文
献
で
あ
る
漢
籍
を
、
地

較
的
自
由
に
よ
む
こ
と
が
で
き
る
事
実
は
、
や
は
り
驚
く
べ
き
こ
と
と
言

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
中
国
諮
問
を
す
べ
て
臼
本
語
に
置
き
換
え
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、
シ
ニ
ア
イ
ア
ン
と
し
て
の
中
留
一
誌
の
姿
を
留
め
つ
つ
、

臼
本
語
と
し
て
享
受
す
る
と
言
う
ユ
ニ
ー
ク
な
あ
り
方
な
の
で
あ
る
。

こ
と
は
中
国
に
お
け
る
外
国
文
献
の
享
受
の
様
相
と
対
比
す
る
と
明
確



で
あ
る
。
た
と
え
ば
三
蔵
法
師
玄
突
が
イ
ン
ド
へ
の
取
経
の
旅
を
終
え
、

唐
朝
に
仏
教
経
典
五
百
二
十
爽
六
百
五
十
七
部
を
将
来
し
た
と
一
一
一
一
口
う
。
こ

と
を
-
記
し
た
「
大
麿
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
で
は
こ
れ
が
フ
ィ
ナ
ー
レ

と
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
皇
帝
太
宗
の
後
援
の
も
と
、
大
翻
訳
事
業
が
遂

行
さ
れ
七
十
五
部
千
三
百
三
十
五
巻
の
仏
典
が
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
こ

と
を
も
っ
て
、
彼
の
偉
業
と
す
る
の
で
あ
る
。
格
遂
良
書
で
高
名
な
太
宗

の
い
わ
ゆ
る
「
聖
教
序
」
も
も
っ
ぱ
ら
訳
経
事
業
を
顕
彰
し
た
も
の
な
の

で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
日
本
の
ば
あ
い
は
、
空
海
を
は
じ
め
と
す
る
入
麿
八

家
た
ち
の
詳
細
な
「
請
来
目
録
」
が
具
わ
る
が
、
そ
こ
に
は
日
本
語
訳
へ

の
指
向
は
見
出
せ
な
い
。
今
日
に
至
る
ま
で
基
本
的
に
仏
典
は
日
本
語
に

翻
訳
さ
れ
ず
に
中
盟
諮
問
訳
の
ま
ま
読
請
さ
れ
続
け
て
い
る
。
仏
典
ば
か
り

で
は
な
く
漢
籍
将
来
に
お
い
て
も
同
断
で
あ
っ
て
、
漢
籍
を
自
本
語
へ
置

き
換
え
る
発
想
は
こ
と
に
古
代
に
お
い
て
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
訓
読
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
に
つ
い
て
、
一
日
氏
文
集
』
新
楽

府
五
十
首
の
一
首
「
李
夫
人
」
(
四
1
C
M
t
c
)

を
取
り
あ
げ
て
、
中
国
に

お
け
る
注
釈
と
日
本
の
注
釈
と
の
方
法
の
差
異
に
注
自
し
て
考
え
て
み

る
。
日
本
で
の
漢
籍
の
注
釈
に
お
い
て
助
字
に
注
自
す
る
こ
と
が
多
い
の

は
、
日
本
人
が
中
国
語
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
訓
読
と
い
う
逐
次
訳

シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
行
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
の
見
通
し
を
述
べ

る
こ
と
と
す
る
。

一
、
「
李
夫
人
」
の
本
文

ま
ず
本
論
で
取
り
あ
げ
る
「
李
夫
人
」
全
詩
を
掲
げ
る
。
本
文
は
日
本

に
残
存
す
る
「
自
氏
文
集
』
出
抄
本
の
な
か
で
も
最
古
で
良
質
の
本
文
を

保
持
す
る
と
考
え
ら
れ
る
神
田
本
に
拠
り
作
成
す
る
。
訓
読
も
神
田
本
の

訓
点
を
最
大
限
、
利
用
し
て
作
成
し
た
。
と
く
に
読
点
の
付
し
方
は
訓
点

本
独
自
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
百
本
語
の
呼
吸
を
伝
え
る
も
の
と
考
え
、

採
用
し
て
み
た
。
ま
た
行
論
の
つ
ご
う
か
ら
各
匂
頭
に
句
番
号
を
付
し
た
。

1 

李
夫
人
〔
撃
接
惑
也
。
〕
李
夫
人
は
壁
惑
を
墜
み
た
り
。

漢

武

帝

漢

の

武

者

、

初

喪

李

夫

人

初

め

て

李

夫

人

を

喪

え

り

。

夫
人
病
時
不
肯
別
夫
人
の
病
せ
し
時
に
別
れ
肯
ん
ぜ
ず
、

死
後
留
得
生
前
思
死
し
て
後
に
生
前
の
思
を
留
め
得
た
り
。

君
因
。
未
尽
念
未
己
君
の
思
、
尽
き
ざ
れ
ば
、
念
、
巳
ま
ず
、

甘
泉
殿
裏
令
写
真
甘
泉
殿
の
裏
に
真
を
写
さ
し
む
、

ぇ

丹
青
函
出
党
何
益
丹
青
、
留
し
出
で
た
り
、
寛
に
何
の
益

か
あ
ら
む
。

言
わ
ず
、
笑
わ
ず
、
君
を
愁
え
殺
す
。

又
方
土
を
し
て
霊
薬
を
合
わ
せ
し
む
、

玉
釜
に
煎
錬
し
て
金
蝿
に
焚
く
。

九
華
の
帳
、
深
く
し
て
夜
憎
情
た
り
、

反
魂
の
香
は
夫
人
の
魂
を
反
す
。

夫
人
の
魂
、
何
の
許
に
か
在
る
、

香
の
煙
、
引
き
て
香
を
焚
く
処
に
到
る
。

既
に
来
て
何
ぞ
、
苦
し
く
須
央
あ
ら
ざ

る
こ
と
を
、

繰
妙
、
悠
揚
と
し
て
違
え
っ
て
減
え
去

λ
v
。

-2-

2 3 4 「υ 6 7 8 

不
言
不
笑
愁
殺
君

又
令
方
土
合
霊
薬

玉
釜
煎
錬
金
婚
焚

九
華
帳
深
夜
情
倍

反
魂
香
反
夫
人
魂

夫
人
之
魂
在
何
許

香
煙
引
到
焚
番
処

既
来
伺
苦
不
須
央

9 15 14 13 12 11 10 16 

繰
砂
悠
揚
還
滅
去

17 

去
何
速
今
来
何
遅

去
る
こ
と
何
ぞ
速
く
来
る
こ
と
何
ぞ
遅



21 20 19 18 

是
耶
非
耶
雨
不
知

翠
蛾
島
一
点
繋
平
生
貌

不
似
昭
陽
寝
病
時

魂
之
不
来
令
君
心
苦

23 22 

魂
之
来
日
仏
つ
君
亦
悲

背
燈
隔
帳
不
得
語

24 

安
用
暫
来
遺
児
為

25 

傷
心
不
独
武
皇
帝

26 

自
古
及
今
多
若
斯

31 30 29 28 27 

君
不
見
穆
玉
三
自
央

重
壁
台
前
傷
盛
姫

又
不
見
泰
綾
一
掬
涙

馬
鬼
路
上
念
楊
妃

縦
令
妨
姿
艶
骨
化
為
土

32 

此
恨
一
長
在
無
鉛
期

33 

生
亦
惑
死
亦
惑

九
C

、
臼
疋
か
非
か
、
両
な
が
ら
知
ら
ず
。

翠
蛾
努
努
た
れ
ど
も
平
生
の
貌
に
、

似
ず
、
昭
陽
に
病
に
寝
せ
し
時
に
。

魂
の
来
ら
ざ
る
と
き
に
は
君
の
心
苦
し

ぶ、魂
の
来
る
と
き
に
も
君
亦
た
悲
し
ぶ
。

燈
を
背
け
、
帳
を
縞
て
て
諾
す
る
こ
と

得
ず
、

安
く
ん
ぞ
、
暫
く
来
て
遥
か
に
見
る
こ

と
を
用
て
為
む
。

心
を
傷
ま
し
む
る
こ
と
は
、
独
り
、
武

皇
帯
の
み
に
あ
ら
ず
、

古
よ
り
今
に
及
ぶ
ま
で
に
、
多
く
、
斯

く
の
ご
と
し
。

君
、
見
ず
や
、
穆
王
の
一
ニ
自
の
突
を
、

重
壁
台
の
前
に
、
盛
姫
を
傷
む
。

又
た
、
泰
陵
の
一
掬
の
涙
を
見
ず
や
、

馬
鬼
の
路
の
上
に
、
楊
妃
を
念
え
り
。

縦
令
、
妨
姿
、
艶
骨
を
も
て
、
化
し
て

土
と
為
る
と
も
、

此
の
恨
は
長
く
、
在
り
て
鎗
ゆ
る
期
な

け
む
。

生
き
て
も
亦
た
、
惑
わ
し
、
死
し
て
も

亦
た
惑
わ
す
、

34 

り 人 と 尤2
、け

木 忘 き
石る物
にるの
AT、'-、
ら と 1

ざ得会
れずも

j或
ば毛
主む し

む
情る
あこ

尤
物
感
人
忘
不
得

35 

人
非
木
石
皆
有
情

36 

不
如
不
遇
傾
城
色

傾
城
の
色
に
遇
わ
ざ
ら
む
に

は如
。か

ず

二
、
中
国
に
お
け
る
注
釈
に
つ
い
て

臼
居
易
の
中
富
に
お
け
る
研
究
の
歴
史
は
、
他
の
著
名
な
詩
人
に
比
し

て
浅
い
も
の
で
あ
る
。
「
白
氏
文
集
』
全
体
が
散
文
作
品
も
含
め
た
形

で
、
は
じ
め
て
活
字
で
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
顧
学
額
氏
校
点

『
白
居
易
集
』
四
冊
(
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
)
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

本
書
は
中
毘
古
典
文
学
基
本
叢
警
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
ま
で
景
印
本
文
で
し
か
全
体
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
「
白
氏

文
集
』
が
、
校
記
付
で
句
読
が
切
ら
れ
た
活
字
本
で
簡
便
に
閲
読
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
書
は
南
宋
紹
興
年
間
(
一
二
ニ
一

i

一
二
ハ
二
)
初
年
板
本
を
底
本
と
し
、
明
清
各
板
本
で
対
校
し
た
も
の
で

あ
る
。
た
だ
そ
の
「
出
版
説
明
」
に
「
但
挙
凡
原
本
明
顕
的
錯
誤
和
脱
漏

①
 

之
処
、
或
改
或
補
、
都
一
一
倣
了
校
記
」
と
あ
る
よ
う
に
、
底
本
の
明
ら

か
な
誤
脱
な
ど
の
箇
所
に
校
記
を
付
し
て
誤
脱
を
補
う
の
み
で
、
底
本
で

と
り
あ
え
ず
読
み
え
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
他
本
の
文
字
に
言
及
す
る
こ

と
は
な
い
。
こ
の
「
李
夫
人
」
に
つ
い
て
は
ひ
と
つ
の
校
記
も
付
さ
れ
て

し
な
し
。
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こ
の
よ
う
な
な
か
で
『
白
氏
文
集
』
に
初
め
て
本
格
的
な
全
注
を
施
し

た
の
が
、
朱
金
城
氏
築
校
『
白
居
易
集
築
校
』
六
冊
(
上
海
古
籍
出
版



社
、
一
九
八
八
年
)
で
あ
る
。
中
国
古
典
文
学
叢
警
の
一
冊
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
本
警
は
、
流
布
本
の
地
位
を
持
つ
万
暦
三
十
四
ご
六

O
六
)
年

馬
元
調
刊
本
を
底
本
と
し
て
、
中
国
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
十
一
の
刊
本

お
よ
び
七
の
総
集
な
ど
と
校
勘
を
行
っ
て
本
文
を
校
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
注
釈

(
H
築
)
の
特
色
は
、
凡
例
五
に
「
本
書
之
築
釈
尽
量
採
用
前

②
 

後
互
託
方
法
、
弁
注
明
所
徴
引
白
氏
詩
文
巻
数
、
以
便
研
究
者
査
考
」
と

あ
る
よ
う
に
、
作
品
開
の
関
連
を
指
摘
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
う
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
の
制
作
時
期
の
前
後
な
ど
が
明
ら
か
と
な
り
、
制
作
時
期

の
特
定
、
延
い
て
は
制
作
場
所
、
官
職
な
ど
白
居
易
の
作
品
理
解
に
必
須

の
要
件
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
さ
に
『
自
居
易
年
譜
』
(
上
海

古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
)
の
著
者
朱
金
城
氏
の
面
白
躍
如
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

本
警
の
築
校
の
特
色
を
「
李
夫
人
」
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
ま
ず

{
護
〕
に
お
い
て
は
、
凡
例
六
に
言
う
原
則
通
り
、
陳
寅
格
氏
『
元
自
詩

袋
一
註
稿
』
を
引
証
し
て
「
長
恨
歌
」
と
の
関
連
を
説
く
。
次
い
で

6

〔甘

泉
殿
て
お
〔
重
壁
台
〕
、

m
U

〔
泰
陵
〕
と
毘
有
名
に
つ
い
て
の
み
注
釈
を

付
し
て
い
る
。
史
籍
を
引
用
し
て
自
詩
の
表
現
の
根
拠
を
証
す
る
体
で
あ

る
。
こ
こ
に
も
歴
史
の
な
か
に
作
品
を
置
い
て
読
解
す
る
と
い
う
、
朱
氏

の
作
品
に
対
す
る
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
【
校
〕
に
お
い
て

は
、
底
本
と
他
の
刊
本
と
の
異
同
を
九
箇
所
に
わ
た
っ
て
注
記
す
る
。
な

か
で
も
注
目
す
べ
き
は
、

m
U

〔
泰
陵
〕
の
校
勘
記
で
、
「
馬
本
・
在
本
倶

説
作
「
太
陵
こ
と
し
た
う
え
で
、
山
今
仲
勉
氏
説
を
是
と
し
て
、
底
本
を

「
泰
綾
」
と
校
改
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
警
は
従
来
説
に

も
細
大
漏
ら
さ
ず
目
配
り
を
し
た
う
え
で
、
そ
の
説
を
取
り
入
れ
て
お

り
、
校
勘
の
精
度
は
極
め
て
高
い
も
の
と
言
え
る
。
た
だ
本
書
に
お
い
て

は
日
本
に
残
容
す
る
泊
抄
本
へ
の
言
及
は
い
っ
さ
い
な
く
、
時
期
的
な
事

由
と
は
い
え
遺
憾
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
の
後
中
日
の
研
究
交
流
の
隆
盛
を
受
け
て
、
自
本
に
お
け
る
臼
居
易

研
究
の
成
果
を
も
取
り
入
れ
る
形
で
、
近
時
の
自
居
易
研
究
の
集
成
と
し

て
出
版
さ
れ
た
の
が
、
謝
思
燐
氏
『
自
居
易
詩
集
校
注
』
六
冊
(
中
華
書

局
、
二

O
O六
年
)
で
あ
る
。
本
書
は
詩
の
み
の
全
校
注
で
あ
る
が
、
引

き
続
い
て
向
じ
著
者
に
よ
っ
て
、
『
白
居
易
文
集
校
注
』
四
冊
(
中
華
室
田

局
、
ニ

O
一
一
)
が
散
文
篇
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
本
書
は
上
の
一
般
学
設

氏
校
点
『
自
居
易
集
』
と
同
じ
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
の
一
冊
と
し

て
、
紹
興
本
を
底
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
特
色
は
大
き
く
二
点
挙
げ
ら

れ
る
。
ひ
と
つ
は
校
勘
の
さ
い
に
『
築
校
』
が
用
い
た
中
国
側
の
資
料
と

と
も
に
、
日
本
側
の
資
料
を
全
面
的
に
利
用
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
景
印

本
の
刊
行
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
に
娘
ら
れ
て
は
い
る
が
、
神
田
本
、
金

沢
文
庫
本
お
よ
び
そ
れ
ら
を
利
用
し
て
作
成
さ
れ
た
平
岡
武
夫
氏
・
今
井

清
氏
校
定
「
白
氏
文
集
』
三
間
(
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七
一

年
)
な
ど
に
基
づ
い
て
、
主
要
な
日
本
残
存
平
安
鎌
倉
時
代
の
旧
抄
本
本

文
に
目
配
り
を
行
っ
て
い
る
。
二
点
自
は
注
釈
の
方
法
に
つ
い
て
で
あ

る
。
本
書
凡
例
六
に
、
「
本
書
注
釈
力
求
詳
明
、
凡
与
自
詩
内
容
理
解
・

詞
語
訓
釈
相
関
有
文
献
典
拠
可
証
或
有
効
参
考
者
、
均
給
出
文
献
来

①
 

源
」
と
あ
る
よ
う
に
、
白
詩
の
内
容
理
解
・
訓
釈
に
関
わ
る
注
釈
が
付
さ

れ
た
。
現
在
の
日
本
人
に
と
っ
て
は
至
極
当
然
に
思
え
る
注
釈
方
法
で
あ

る
が
、
上
に
見
た
朱
金
城
氏
「
筆
校
』
に
は
絶
え
て
見
え
な
か
っ
た
注
の

あ
り
方
で
あ
っ
た
。
謝
氏
は
同
じ
凡
例
の
な
か
で
、
「
本
書
在
編
年
・
行

@
 

縦
・
交
遊
・
時
事
等
方
面
、
依
拠
朱
著
元
多
」
と
一
一
一
一
口
う
よ
う
に
、
史
実
関

係
の
注
に
関
し
て
は
、
多
く
は
朱
氏
『
築
校
』
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
れ
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に
対
し
て
本
書
の
特
色
と
し
て
は
「
内
容
理
解
・
詞
語
部
釈
」
に
関
わ
る

注
釈
で
あ
る
こ
と
を
一
吉
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
校
注
の
特
色
を
「
李
夫
人
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
お
こ

う
。
【
校
}
に
つ
い
て
は
十
三
条
に
わ
た
っ
て
諸
本
と
の
異
同
が
-
記
さ
れ

る
。
た
だ
凡
例
五
に
「
本
書
凡
底
本
明
顕
詑
脱
街
倒
部
別
本
可
拠
者
、
拠

③
 

別
本
校
攻
。
底
本
与
別
本
異
文
両
通
者
均
出
校
」
と
あ
る
方
針
通
り
、
底

本
の
紹
興
本
で
意
が
通
じ
る
と
き
は
、
他
本
の
文
字
を
併
記
す
る
の
み
の

措
置
を
と
っ
て
お
り
、
文
字
の
優
劣
の
判
断
は
行
わ
ず
、
底
本
の
文
字
を

尊
重
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
中
国
に
お
い
て
先
行
す
る
こ
著
と
態
度
を
同

じ
く
す
る
。
典
型
的
な
例
と
し
て
、

8

〔
愁
殺
君
〕
に
つ
い
て
、
「
〔
愁
殺

⑥
 

人
〕
神
田
本
等
抄
本
作
「
愁
殺
君
こ
と
注
す
る
の
み
で
、
底
本
本
文

「
愁
殺
人
」
を
校
改
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
箆
一
昨
な
ど
は
、
す
で
に
二

匂
自
に
韻
字
と
し
て
「
人
」
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
古
体
詩
で
あ
っ
て

も
韻
字
と
し
て
向
字
は
避
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ
っ
て
神
田
本
な
ど
の

「
君
」
が
優
る
こ
と
が
比
較
的
明
ら
か
な
ケ

i
ス
と
言
え
よ
う
。
し
か
し

な
が
ら
謝
氏
『
校
注
』
は
底
本
を
尊
重
し
て
校
改
す
る
こ
と
を
避
け
て
い

る。
次
い
で
〔
注
】
に
つ
い
て
見
る
。

2

〔
李
夫
人
〕
、

6

〔
甘
泉
殿
裏
令

写
真
〕
、
幻
・
∞
ぬ
〔
君
不
見
穆
玉
三
日
突
、
重
壁
台
前
傷
盛
姫
〕
、

mu-m

〔
又
不
見
泰
陵
一
掬
渡
、
馬
鬼
路
上
念
楊
妃
〕
な
ど
は
、
す
で
に
朱
氏

「
護
校
』
に
見
え
た
項
で
、
そ
れ
を
踏
襲
し
つ
つ
増
補
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

2

〔
李
夫
人
〕
で
は
、
朱
氏
志
望
校
』
に
お
い

て
は
陳
氏
「
元
自
詩
袋
一
証
稿
』
を
引
証
し
て
「
長
恨
歌
」
と
の
関
連
を
説

く
の
み
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
本
書
で
は
『
漢
書
』
(
外
戚
伝
)
の
李
夫

人
の
項
を
描
記
す
る
こ
と
で
、
「
李
夫
人
」
中
の
「
念
未
己
」
、
「
来
何

遅
」
、
「
是
部
非
耶
」
、
「
平
生
貌
」
、
「
寝
病
」
な
ど
の
誌
が
確
か
に
史
籍
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
-
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
吉
田
う
ま
で
も

な
く
自
居
易
自
身
が
「
新
楽
府
序
」
(
=
了
C
H
N
h
F
)

で
一
一
一
一
口
う
「
其
事
薮
而

実
、
使
二
来
者
之
伝
一
レ
信
也
」
と
あ
る
新
楽
府
の
方
法
を
的
薙
に
指
嫡
し

得
た
注
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
日
〔
九
華
帳
深
夜
情
憎
〕
に
つ
い
て
は
、

「
宋
書
』
(
后
妃
伝
)
、
王
維
「
格
揚
女
児
行
」
を
挙
げ
て
、
「
九
華
帳
、
ニ
一
一
口

帳
之
精
美
」
と
詩
語
の
含
意
を
説
く
。
こ
の
よ
う
に
謝
氏
『
校
注
』
の

〔
注
】
は
、
従
来
の
中
田
に
お
け
る
詩
の
注
釈
と
は
異
な
る
、
詩
の
表
現

の
あ
り
方
に
注
意
を
払
っ
た
内
容
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
自
さ

れ
る
。

三
、
日
本
に
お
け
る
注
釈
に
つ
い
て

日
本
に
お
け
る
自
居
易
の
受
容
は
早
く
、
詩
人
の
在
世
中
平
安
時
代
前

期
に
遡
る
。
当
時
に
遡
る
読
解
を
跡
づ
け
る
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い

が
、
嘉
承
三
(
一
一

O
七
)
年
書
写
、
天
永
四
(
一
一
二
三
年
移
点
が

奥
書
で
知
ら
れ
る
神
田
本
が
存
す
る
。
巻
三
、
四
の
新
楽
府
ニ
巻
の
み
で

は
あ
る
が
、
本
文
の
有
す
る
価
値
と
と
も
に
、
詳
細
に
付
さ
れ
た
訓
点
・

書
入
に
よ
っ
て
平
安
時
代
の
博
士
家
の
学
問
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
本
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
前
期
十
三
世
紀
に
書
写
校
合
移
点
さ
れ

た
金
沢
文
庫
本
が
二
十
巻
て
い
ど
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
『
白
氏
文
集
』

研
究
に
と
っ
て
絶
好
の
環
境
で
あ
る
。
本
書
の
書
写
自
体
は
十
三
世
紀
で

は
あ
る
も
の
の
、
担
本
は
自
氏
在
世
中
の
会
昌
四
(
八
四
回
)
年
に
遡
る

こ
と
で
き
る
希
本
で
あ
る
。
日
本
僧
恵
専
が
蘇
州
南
禅
寺
に
お
い
て
、
白

氏
自
身
が
開
成
四
(
八
三
九
)
年
に
再
寺
に
奉
納
し
た
文
集
を
、
書
写
し

将
来
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
神
田
本
に
比
し
て
完
好
の
写
本
と
は
ニ
一
一
回
え
な
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い
が
、
な
ん
と
言
っ
て
も
自
氏
手
定
の
文
集
編
集
の
様
態
を
伝
え
、
文
字

に
お
い
て
も
原
態
を
留
め
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
残
存
す
る
巻

数
は
『
自
氏
文
集
』
全
体
の
二
割
半
く
ら
い
で
あ
る
こ
と
は
惜
し
む
べ
き

で
あ
る
が
、
そ
の
意
義
は
測
り
知
れ
な
い
。
本
書
も
全
体
に
わ
た
っ
て
博

士
家
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
の
学
問
の
実
態
が
知
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
受
け
た
平
安
鎌
倉
の
出
抄
本
・
選
集
な
ど
い
く
た
存

す
る
が
、
次
い
で
ま
と
ま
っ
た
読
解
の
資
料
と
し
て
挙
げ
う
る
も
の
は
、

元
和
四
(
一
六
一
八
)
年
刊
の
那
波
道
円
古
活
字
本
に
書
き
込
ま
れ
た
校

語
で
あ
る
。
向
種
の
も
の
は
数
本
存
す
る
が
、
な
か
で
も
東
京
国
立
博
物

館
蔵
本
は
林
縫
山
・
驚
峯
父
子
が
半
世
紀
を
か
け
て
那
波
本
に
金
沢
文
庫

本
の
訓
点
を
移
点
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
寛
永
元
(
一
六
二
回
)

年
の
校
書
識
語
を
持
つ
書
陵
部
本
校
本
が
、
近
時
下
定
雅
弘
氏
・
神
路
徳

治
氏
編
『
宮
内
庁
所
蔵
那
波
本
白
氏
文
集
』
(
勉
誠
出
版
、
二

O
一
二
年
)

と
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
簡
便
に
金
沢
文
庫
本
の
逸
巻
の
様

態
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
校
本
の
校
勘
上
の
重
要
性

⑦
 

に
つ
い
て
は
は
や
く
花
房
英
樹
氏
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
日
本

に
お
い
て
流
布
本
の
地
位
を
得
た
も
の
は
、
明
暦
三
(
一
六
五
七
)
年
、

立
野
春
節
が
明
刊
本
に
基
づ
い
て
「
菅
家
点
本
」
と
「
別
本
」
と
の
訓
点

を
付
し
て
刊
行
し
た
板
本
で
、
文
集
全
体
に
わ
た
っ
て
訓
点
が
付
さ
れ
て

い
る
。
本
書
は
長
津
規
矩
也
氏
一
編
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
第
九
、
十
輯

(
汲
古
書
院
、
一
九
七
四
年
)
と
し
て
複
製
出
版
さ
れ
て
い
る
。

近
代
に
な
っ
て
『
自
氏
文
集
』
の
全
注
は
い
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い

が
、
鈴
木
虎
雄
氏
『
自
楽
天
詩
解
』
(
弘
文
堂
、
一
九
二
六
年
)
、
佐
久
節

氏
訳
註
『
白
楽
天
詩
集
』
四
冊
(
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
二
八

1

一
九
三

O
年
、
『
白
楽
天
全
詩
集
』
(
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
八

年
)
と
し
て
複
製
刊
行
)
は
注
目
す
べ
き
成
果
で
あ
る
。
前
者
は
「
新
楽

府
」
と
「
秦
中
吟
」
と
の
全
訳
注
、
後
者
は
続
国
訳
漢
文
大
成
の
一
巻
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
清
在
立
名
編
一
訂
「
臼
香
山
詩
集
』
に
基
づ
い

て
全
詩
を
訳
し
て
い
る
。
鈴
木
氏
『
詩
解
』
は
明
一
緒
刊
本
、
佐
久
氏
『
詩

集
』
は
注
立
名
本
に
所
拠
す
る
ゆ
え
、
本
文
と
し
て
は
新
味
に
乏
し
い
。

た
だ
鈴
木
氏
ヨ
討
解
』
に
は
出
〔
艶
骨
〕
に
つ
い
て
、
一
字
句
解
一
に
お
い
て

o

o

z

 

「
艶
質

h

つ
つ
く
し
き
艶
質
、
質
の
字
を
或
は
骨
に
作
る
」
と
あ
る
の

で
、
出
抄
本
を
参
看
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

二
者
の
体
裁
に
つ
い
て
か
ん
た
ん
に
触
れ
て
お
く
と
、
佐
久
氏
『
詩

•• 

集
』
は
、
{
字
解
}
と
し
て
脚
注
に
「
尤
物
美
人
な
り
」
の
体
の
簡
略

な
語
注
、
{
題
義
〕
と
し
て
臼
居
易
の
題
注
に
基
づ
い
た
趣
旨
、
最
後
に

{
詩
意
}
と
し
て
大
意
を
取
る
。
白
詩
全
詩
の
翻
訳
の
意
義
は
高
い
が
、

研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
い
っ
ぽ
う
鈴
木
氏
「
詩
解
』
は
、
ま

ず
訓
点
付
き
の
本
文
を
掲
出
し
、
閥
閣
は
佐
久
氏
『
詩
集
』
の
{
嬰
一
我
}

と
同
じ
く
、
次
い
で
用
附
幽
は
詩
語
の
語
注
だ
が
、
た
ん
に
字
義
を
釈

す
る
の
み
で
は
な
く
、
文
脈
に
即
し
た
解
釈
を
施
す
点
に
特
長
が
あ
る
。

た
と
え
ば
日
〔
既
来
〕
に
つ
い
て
、
「
以
下
は
看
る
人
の
胸
中
を
い
ふ
、

⑤
 

来
と
は
夫
人
の
魂
が
来
る
こ
と
」
と
注
し
て
、
こ
の
匂
か
ら
が
武
惜
の
心

内
認
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に
対
し
て
注
意
を
促
し
て
い
る
点
な
ど
で
あ

る
。
最
後
に
属
幽
と
し
て
て
い
ね
い
な
翻
訳
が
載
る
。
こ
こ
で
も
独
自

の
解
釈
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
日
(
香
煙
引
到
焚
香
処
〕
に
つ
い

て
、
現
在
ふ
つ
う
に
は
夫
人
の
魂
を
主
語
と
し
て
、
そ
れ
が
香
を
焚
く
と

こ
ろ
へ
現
れ
る
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
鈴
木
氏
『
詩
解
』
で
は
、

「
香
の
煙
に
み
ち
び
か
れ
て
方
土
が
香
を
焚
い
て
ゐ
る
場
所
ま
で
い
っ
て

⑪
 

み
る
」
と
、
武
帝
を
一
匂
の
主
語
と
す
る
理
解
を
提
示
し
て
い
る
。
今
日
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に
お
い
て
も
見
る
べ
き
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
の
白
詩
訳
注
の
な
か
で
も
っ
と
も
影
響
力
を
持
っ
た
も
の
は
、

「
中
国
詩
人
選
集
」
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
、
高
木
正
一
氏
注
『
白

居
易
』
上
・
下
(
岩
波
書
居
、
一
九
五
八
年
)
で
あ
ろ
う
。
上
巻
は
新
楽

府
五
十
首
の
全
訳
注
、
下
巻
は
そ
の
他
の
「
一
瓢
論
詩
」
、
「
関
適
詩
」
、
「
感

傷
詩
」
、
「
律
詩
」
を
選
訳
す
る
。
本
文
は
那
波
本
に
拠
る
も
の
の
、
要
所

で
は
神
田
木
、
金
沢
文
庫
本
な
ど
の
旧
抄
本
へ
の
自
配
り
も
行
う
。
語
注

は
鈴
木
氏
『
詩
解
』
を
踏
襲
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
「

O
緩
紗

⑪
 

人
間
世
界
か
ら
逢
か
に
は
な
れ
た
と
こ
ろ
を
意
識
し
て
い
う
」
の
よ
う
な

詩
語
の
含
意
性
を
説
く
注
が
存
す
る
こ
と
は
本
書
の
特
長
で
あ
る
。
ま
た

「
O
愁
殺
殺
は
意
味
を
強
め
る
た
め
の
助
字
」
、
「

O
去
何
速
令
二
句

(
中
略
)
令
は
意
味
を
も
た
ぬ
リ
ズ
ム
を
と
と
の
え
る
助
字
」
、
「

O
見
違

立
ち
去
ら
れ
る
。
見
は
受
身
の
助
字
」
な
ど
と
、
助
字
に
対
す
る
注
視

が
存
す
る
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
期
の
日
本
に
お
け
る

注
釈
書
の
特
質
で
、
後
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
後
、
自
詩
の
選
訳
本
は
数
種
出
版
さ
れ
る
が
、
近
年
の
成
果
と
し
て

は
、
川
合
康
三
氏
訳
注
「
白
楽
天
詩
選
』
上
・
下
(
岩
波
書
活
、
二

O
一一

年
)
が
あ
る
。
岩
波
文
庫
の
一
冊
で
、
高
木
氏
『
選
集
』
と
同
じ
く
那
波

本
を
底
本
と
す
る
。
本
警
の
大
き
な
特
色
は
選
ば
れ
た
作
品
を
臼
居
易
の

人
生
に
沿
っ
て
画
期
し
、
全
体
を
編
年
で
捕
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
白
岩
易
研
究
の
成
果
を
読
み
や
す
い
形
で
提
示
し
た
も
の
と
言
え

よ
う
。
体
裁
は
本
文
、
訓
読
文
、
現
代
語
訳
、
注
、
補
釈
と
い
う
標
準
的

な
も
の
で
、
本
文
も
高
木
氏
『
選
集
』
の
方
針
と
大
向
で
あ
る
。
注
に
お

い
て
も
助
字
の
機
能
の
指
摘
な
ど
高
木
氏
を
受
け
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、

⑫
 

印
〔
蝉
一
点
蝉
弗
〕
な
ど
高
木
氏
は
「
そ
っ
く
り
」
と
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、

本
書
は
「
:
に
そ
っ
く
り
。
よ
く
似
て
い
る
。
双
声
の
静
」
と
詩
語
の

声
律
に
目
を
向
け
る
。
翻
訳
に
も
反
映
し
て
い
て
「
議
翠
色
の
居
は
く
っ

き
り
と
、
つ
ね
の
一
面
影
を
残
し
」
と
擬
態
語
と
し
て
の
性
格
を
訳
出
す
る

工
夫
を
見
せ
る
。
双
芦
語
、
畳
韻
語
さ
ら
に
は
換
韻
の
所
在
を
示
す
こ
と

な
ど
、
詩
と
し
て
の
性
格
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
注
と
な
っ
て
い
る
。

近
時
の
日
本
に
お
け
る
『
白
氏
文
集
』
訳
注
の
状
況
を
述
べ
る
に
あ

た
っ
て
、
一
九
八
八
年
よ
り
刊
行
が
始
ま
っ
て
い
る
関
村
繁
氏
『
新
釈
漢

文
大
系
』
(
明
治
書
続
)
は
『
白
氏
文
集
』
全
訳
注
を
目
指
し
た
壮
挙
と

し
て
触
れ
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
現
在
第
一
巻
を
残
す
の
み
と
な
っ

た
が
、
今
田
題
材
と
し
て
い
る
「
李
夫
人
」
が
そ
の
巻
に
含
ま
れ
て
い
る

ゆ
え
、
こ
こ
で
は
取
り
あ
げ
な
か
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
漢
詩
訳
注
と
前
節
で
見
た
中
国
で
の
注
釈
と
の
相
違
点

は
、
中
国
に
お
け
る
校
記
の
位
置
づ
け
が
日
本
に
お
い
て
は
大
き
く
後
退

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
側
訳
注
に
一
般
警
が
多
い
点
も
差
し
引
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
刊
行
中
の
間
村
氏
『
新
釈
』
に
お
い
て
も
機
会

的
に
異
同
に
つ
い
て
触
れ
る
形
を
と
る
。
こ
の
日
本
側
訳
注
の
欠
を
補
っ

て
余
り
あ
る
存
在
が
、
平
向
武
夫
氏
・
今
井
清
氏
校
定
『
自
氏
文
集
』
三

冊
(
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七
一

i
一
九
七
三
年
)
で
あ

る
。
那
波
本
を
底
本
と
し
て
、
中
国
の
抜
本
各
本
、
日
本
の
平
安
鎌
倉
の

出
抄
本
を
糾
合
し
て
校
勘
し
た
労
作
で
あ
る
。
た
だ
信
頼
す
べ
き
校
勘
資

料
で
あ
る
、
神
田
本
、
金
沢
文
庫
本
が
存
す
る
巻
の
み
の
刊
行
で
あ
る
ゆ

え
、
二
十
一
巻
分
で
あ
る
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
が
、
そ
の
精
度
は
比
類
な

い
。
い
ち
い
ち
の
語
に
つ
い
て
、
資
料
の
持
つ
価
値
と
詩
語
と
し
て
の
文

学
性
と
を
脳
酌
し
、
自
氏
の
表
現
意
図
を
推
定
す
る
姿
勢
に
、
そ
の
表
現

が
い
か
に
熟
考
の
う
え
に
成
っ
て
い
る
か
を
教
え
ら
れ
る
。
そ
の
実
例
は
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枚
挙
に
暇
な
い
が
、
た
と
え
ば
幻
(
魂
之
不
来
令
君
心
苦
〕
に
つ
い
て
、

「
不
来
令
司
令
字
各
本
無
。
調
謀
本
・
蔚
文
粋
本
・
楽
府
本
亦
無
。
今
従

神
田
本
・
上
野
本
・
猿
投
本
・
管
見
抄
本
。
東
洋
文
庫
本
有
令
宇
部
無
之

⑬
 

字
」
と
「
令
」
字
の
必
要
を
旧
抄
本
群
を
根
拠
と
し
て
説
く
。
こ
こ
に

「
令
」
字
が
入
る
と
二
十
一
句
自
は
八
字
と
な
り
、
次
匂
と
の
字
数
上
の

バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
こ
と
と
な
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
配
慮
か
ら
か
宋
版
以
降

「
令
」
字
を
省
き
、
七
字
に
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
う
。
東
洋
文
庫
本
の

ば
あ
い
は
「
令
」
字
の
必
要
性
は
感
じ
た
が
、
七
字
に
整
え
る
こ
と
へ
の

欲
求
に
勝
て
な
か
っ
た
所
為
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
両
匂
は
「
魂
之
不

来
」
と
「
魂
之
来
」
と
が
条
件
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
令
」
を
介
し
て

「
君
心
苦
」
、
「
君
亦
悲
」
と
結
果
が
詠
わ
れ
る
句
構
と
な
っ
て
い
る
。
白

居
易
は
あ
え
て
七
言
の
均
整
を
破
っ
て
、
歌
謡
性
を
挿
入
す
る
こ
と
で
武

帝
の
揺
れ
動
く
心
情
を
描
出
す
る
手
法
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

「
令
」
字
の
有
無
に
つ
い
て
は
謝
氏
「
校
注
』
以
下
旧
抄
本
に
言
及
す
る

ど
の
注
釈
書
に
も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
宋
版
同
様
侶
抄
本
の
街
字
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
京
大
校
本
は
そ
れ
を
見
逃
さ
ず
、
出
抄
本
の
文
字

の
価
値
に
照
明
を
あ
て
た
の
で
あ
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
謝
氏
『
校

注
』
は
神
田
本
の
異
文
を
挙
げ
ば
す
る
が
、
本
文
の
価
値
に
つ
い
て
判
断

は
し
な
い
。
京
大
校
本
は
神
田
本
の
資
料
的
優
位
性
の
み
な
ら
ず
、
詩
語

と
し
て
の
価
値
を
見
極
め
判
断
し
て
校
定
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
訓
読
の
ち
か
ら

最
後
に
前
ニ
節
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
「
李
夫
人
」
中
の
難
解
匂
に
つ

い
て
、
諸
注
釈
警
の
比
較
を
通
し
て
、
自
本
に
お
け
る
訓
読
の
持
つ
価
値

に
言
及
し
て
お
く
。
取
り
あ
げ
る
の
は
、
何
日
〔
安
用
暫
来
透
見
為
〕
で
、

本
文
校
定
も
解
釈
も
一
定
し
て
い
な
い
勾
で
あ
る
。

朱
氏
『
袋
校
』
は
「
安
用
暫
来
遠
見
違
」
と
刊
本
の
文
字
を
そ
の
ま
ま

⑬
 

採
用
し
、
{
筆
〕
【
校
】
と
も
に
な
い
。
次
い
で
謝
氏
『
校
注
』
も
同
一
本

文
で
、
【
校
]
に
お
い
て
「
〔
還
見
違
〕
《
楽
府
詩
集
》
・
神
田
本
原
本
作

「
遠
見
為
」
、
其
他
抄
本
作
「
遠
見
為
ご
と
旧
抄
本
の
文
字
に
触
れ
、

⑬
 

{
注
】
は
な
い
。

い
っ
ぽ
う
日
本
に
お
い
て
は
、
高
木
氏
『
選
集
』
に
お
い
て
も
本
文
は

い

ず

し

ば

さ

ま

さ

る

む

ち

上
と
同
様
で
、
「
安
く
ん
ぞ
暫
ら
く
来
た
り
て
還
た
違
ら
見
る
を
用
い
ん
」

と
訓
読
す
る
。
語
注
と
し
て
は
「

O
見
違
立
ち
去
ら
れ
る
。
見
は
受
け

身
の
助
?
と
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
則
合
氏
『
岩
波
文
庫
』
も
問
機
で

あ
る
。そ

の
中
で
明
確
に
異
な
っ
た
立
場
を
と
る
の
が
、
京
大
校
本
で
あ
る
。

「
安
用
暫
来
逢
見
為
」
の
本
文
を
立
て
、
校
勘
記
で
「
逢
見
為
各
本
作

遠
見
違
。
菰
諌
本
・
清
文
粋
本
向
。
楽
府
本
作
遠
見
為
。
今
従
上
野
本
・

東
洋
文
庫
本
・
猿
投
本
・
管
見
抄
本
。
神
田
本
作
選
見
為
市
校
改
選
作

⑬

イ

ツ

γ
ハ
{
ラ
)

逢
」
と
根
拠
を
示
す
。
神
田
本
は
こ
の
匂
を
「
安
(
ク
ン
ソ
)
、
翌
(
ク
)

{

キ

タ

)

(

ハ

ル

カ

)

(

ミ

)

(

モ

)
i
f
i

セ

⑬

門
左
、
ア
カ
ラ
サ
マ
ニ
出
来
て
逢
に
見
(
ル
)
こ
と
を
用
て
為
む
」
と
訓

む
。
こ
こ
の
「
見
」
字
を
受
身
の
助
字
で
な
く
、
「
み
る
こ
と
を
」
(
明
暦

刊
本
)
、
「
ま
み
ゆ
る
を
」
(
書
陵
部
本
校
本
)
と
動
認
で
訓
む
こ
と
が
博

士
家
の
伝
流
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

近
代
の
諸
注
が
刊
本
の
「
還
見
違
」
を
採
用
し
て
無
理
を
し
た
訓
を
付

し
た
の
は
、
こ
の
一
匂
の
「
安
用

i
為
」
の
構
文
を
見
落
と
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
小
川
環
樹
氏
「
唐
詩
概
説
』
の
「
唐
詩
の
助
字
」
、
「
も
っ
て
」

の
壌
に
、
「
何
用
(
な
ん
ぞ
も
ち
い
ん
て
不
用
(
も
ち
い
ず
)
は
必
要
と

@
 

し
な
い
義
」
と
説
く
。
こ
の
説
は
釈
大
典
「
詩
家
推
鼓
』
(
宝
暦
十
三
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〈
一
七
六
三
〉
年
)
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
大
典
は
「
不
用
」
の
項
で
宋

張
方
平
「
題
一
一
徐
州
歌
風
台
一
」
の
「
安
用
思
他
猛
土
為
」
を
挙
例
し
、

「
安
ぞ
用
い
ん
他
の
猛
土
を
思
う
こ
と
を
為
る
を
」
と
訓
じ
て
い
る
。
こ

れ
は
「
ど
う
し
て
他
の
猛
土
を
思
う
必
要
が
あ
ろ
う
か
」
の
意
と
な
る
。

臼
居
易
自
身
も
同
じ
「
新
楽
府
」
中
の
「
司
天
台
」
合

7
2
ω
印
)
で

「
不
レ
得
レ
知
、
安
用
一
一
可
天
台
高
百
尺
一
為
」
と
ま
っ
た
く
同
じ
句
法
を
用

い
て
い
る
。
こ
の
「
用
」
字
は
大
典
も
「
本
義
ヲ
カ
ロ
ク
用
ユ
」
と
言
う

よ
う
に
動
認
の
用
い
る
意
で
は
な
く
、
助
字
「
以
」
に
近
い
意
味
と
考
え

る
と
、
大
典
の
訓
読
法
よ
り
は
神
田
本
が
優
る
よ
う
に
思
え
る
。
以
上
を

踏
ま
え
て
現
代
語
訳
し
て
み
る
と
、
「
ど
う
し
て
、
ほ
ん
の
少
し
の
間

や
っ
て
来
て
遠
く
か
ら
面
会
す
る
必
要
な
ど
あ
る
の
か
」
と
な
る
。

じ
つ
は
こ
の
訳
解
は
す
で
に
鈴
木
氏
豆
討
解
』
が
一
案
と
し
て
提
示
す

0

0

0

 

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
「

O
選
見
違
此
の
三
字
或
は
遠
見
為
に
作
れ

、、

り
、
執
に
て
も
通
ず
。
還
は
俗
語
「
ま
た
」
な
り
、
見
違
の
違
は
我
に
違

ひ
て
あ
ち
ら
へ
去
る
を
い
ふ
、
見
は
受
動
「
ら
る
」
に
当
る
、
夫
人
よ
り

0

0

0

 

い
へ
ば
去
る
な
り
、
武
帝
よ
り
い
へ
ば
去
ら
る
る
な
り
。
遠
見
為
に
従
へ

ば
、
進
に
見
ゆ
る
こ
と
を
為
す
と
訓
む
、
遠
見
と
は
帳
を
隔
て
て
遠
く
相

見
ゆ
る
を
い
ふ
、
為
と
は
夫
人
が
透
見
と
い
ふ
こ
と
を
な
す
を
い
ふ
」

と
問
附
幽
に
お
い
て
注
し
て
お
い
て
、
属
幽
に
お
い
て
「
こ
ん
な
こ
と

な
ら
ち
ょ
っ
と
来
て
ま
た
す
ぐ
去
る
と
い
ふ
必
要
は
な
い
で
は
な
い
か
。

(
逢
見
為
に
従
へ
ば
、
「
ち
ょ
っ
と
来
て
遠
く
か
ら
面
会
す
る
と
い
ふ
様
な

@
 

こ
と
を
す
る
必
要
が
ど
こ
に
あ
る
か
」
)
」
と
訳
し
て
い
る
。
鈴
木
氏
は
匂

構
を
理
解
せ
ず
匂
末
の
「
為
」
を
動
詞
と
取
っ
た
た
め
、
「
面
会
す
る
と

い
ふ
様
な
こ
と
を
す
る
」
と
い
う
も
っ
て
囲
っ
た
解
釈
に
な
っ
て
い
る

が
、
結
果
と
し
て
こ
の
解
釈
は
正
鵠
を
射
て
い
る
。
そ
の
点
神
田
本
の

「
も
っ
て
せ
ん
」
と
い
う
助
字
と
し
て
の
訓
法
は
、
正
確
な
意
味
を
伝
え

た
も
の
と
評
価
し
え
る
の
で
あ
る
。
誤
読
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
存
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
の
前
に
存
在
す
る
一
文
字
一
文
字
を
ど
う
訓
む
か
と
い

う
課
題
が
生
じ
、
そ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
も
そ
の
文
字
の
用
法
に

対
す
る
思
索
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
人
が
助
字
を
ゆ
る
が
せ
に
し

な
か
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

門
付
記
】

本
稿
は
、
筑
波
大
学
日
本
訪
日
本
文
学
会
第
三
十
八
回
大
会
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
こ
と
ば
の
翻
訳
・
文
化
の
翻
訳
」
(
二

O
一
五
年
十
月
三
日
、
筑
波
大
学
)
に
お
け

る
基
調
報
告
に
基
づ
い
て
い
る
。
司
会
の
労
を
お
執
り
い
た
だ
い
た
長
田
友
紀
氏
、
他
の

お
ふ
た
り
の
パ
、
不
ラ
!
な
ら
び
に
当
日
討
議
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
謝
意
を
表

す
る
。

-9ー

門注】
①
一
組
学
哉
氏
校
点
『
白
居
易
集
」
第
一
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
、
四
真
。

②
朱
金
城
氏
築
校
『
白
居
易
集
護
校
」
第
一
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、

二
二
r
良。

謝
忠
焼
氏
『
臼
居
易
詩
集
校
注
』
第
一
冊
、
中
華
笠
間
局
、
ニ

O
O六
年
、
六
真
。

向
右
。

同
右
。

注
③
と
同
じ
、
凹

O
六
頁
。

花
一
民
英
樹
氏
士
口
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
」
朋
友
官
官
応
、
一
九
七
四
年
再
版
、

二
二
四

1
二
二
六
頁
。

鈴
木
虎
雄
氏
『
白
楽
天
詩
解
」
弘
文
堂
、
一
九
二
六
年
、
二
二
七
頁
。

同
右
、
二
二
四
支
。

同
右
。

高
木
正
一
氏
注
『
臼
居
易
」
上
、
岩
波
書
応
、
一
九
五
八
年
、

同
右
。

川
合
康
三
氏
訳
注
「
白
楽
天
詩
選
」
上
、
岩
波
書
活
、

⑦⑤⑤@③  ⑬⑫⑪⑮③③  

一
五
五
頁
。

ニ
O
一
一
年
、
一
九
二
頁
。



平
間
武
夫
氏
・
今
井
清
氏
校
定
「
自
氏
文
集
」
第
一
冊
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
、
一
九
七
一
年
、
一

O
三
頁
。

注
②
と
同
じ
、
二
三
七
頁
。

註
⑤
と
向
じ
。

注
⑪
と
向
じ
。

注
⑬
と
同
じ
。

太
田
次
男
氏
・
小
林
芳
規
氏
「
神
間
本
自
氏
文
集
の
研
究
」
勉
誠
社
、

年
、
一

O
九
頁
。

小
川
環
樹
氏
「
唐
詩
概
説
』
岩
波
書
応
、

注
③
と
同
じ
、
二
二
五

1
二
二
六
頁
。

⑪ ⑬⑬⑫⑮⑬  @⑮ 

二
O
O五
年
再
版
、
二
九
五
頁
。

プし
j¥ 

(
た
に
ぐ
ち

こ
う
す
け

筑
波
大
学
)
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